
本社・工場 〒190-1213 東京都西多摩郡瑞穂町武蔵208 TEL：042-557-2331
大阪営業所 〒532-0002 大阪市淀川区東三国5-13-8-303号 TEL：06-6393-8511
名古屋営業所 〒465-0025 愛知県名古屋市名東区上社3-609-3D TEL：052-709-5400
URL https://www.jai.co.jp/ April 2020

結論
1周目では分離不完全である為、リサイクル法で分離を向上させ、8周目で3量体から8量体まで分離する事が出来た

関連製品：リサイクル分取HPLCシリーズ

No.B-103

リサイクル分取HPLC
LaboACE LC-5060

GPCカラムによるリサイクル分離例
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緒言
分取 HPLC では、より良い分離を得るにはカラムを長くすると分離が向上する。ところが、カラム

圧が上昇するなど力の問題により、一定以上カラムを長くすることが出来ない。 そこで、カラム圧が
上昇しないリサイクル法を用いれば、実際に長いカラムを使用したことと同等の分離が得られ、高分離
能を得ることができる。更に、リサイクル中は溶媒を一切消費しないで、分離を向上させる分離・分取
手段とも言える。

また、極性に差がないオリゴマーなど、分子サイズの違いにより化合物を分ける GPCカラムとリサ
イクル分取 HPLC の組み合わせが活用されることが多い。

有機溶媒系 GPC カラムを用いたリサイクル分取 HPLC による分離事例をご紹介する。

実験・結果
試料は、環状オリゴ糖である。

チオグリコシド型糖ドナー（アクセプター）を下記条件でワンポット合成を行い、環状オリゴ糖を得た。
得られた試料を有機溶媒系GPCカラムを用いたリサイクル分取HPLCによる単離精製を試みた。

＊資料は東京理科大学 薬学部 青木 伸先生よりご提供頂きました。
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Instrument ：LabACE LC-5060
Column ：JAIGEL-2HR×2
Solvent ：Chloroform
Flow rate ：10 mL/min


